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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第102期

第３四半期
連結累計期間

第103期
第３四半期
連結累計期間

第102期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

営業収益 （千円） 30,588,356 30,532,250 40,928,936

経常利益 （千円） 778,466 868,841 886,761

四半期（当期）純利益 （千円） 413,691 580,022 421,416

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 476,605 790,153 443,360

純資産額 （千円） 10,493,683 11,169,706 10,193,693

総資産額 （千円） 41,525,897 41,676,564 40,689,424

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 20.02 28.08 20.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.2 26.7 25.0

 

回次
第102期

第３四半期
連結会計期間

第103期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成25年
　10月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.02 12.48

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．上記の営業収益には消費税等は含まれていない。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。

　なお、第２四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更している。詳細は、「第４　経理の状況　１四半

期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりである。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものである。

（1）業績の状況
　　　　 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融政策などにより、一部企業において企業収益や

雇用情勢が改善するなど景気は緩やかな回復基調にあるものの、消費税増税後の個人消費の持ち直しの動きに足
踏みがみられるなど先行き不透明な状況が続いた。

　　　　 当社グループの主要な業務である運輸業界においても、国内輸送量は消費税増税後の影響が長期化しており回
復が見られないままで推移するなど厳しい経営環境であった。

　　　　 このような状況のもとで当社グループは、平成２６年目標である「人材の確保と品質改善の徹底」を推進する
ことにより、他社に負けない優秀な人材の確保と育成に努め、お客様から良きパートナーとして信頼を頂ける輸
送品質を確立し、適正運賃の収受にもご理解を頂くとともに、運行の合理化、効率化を進め収益の改善に努めて
きた。

　　　　 その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は305億３千２百万円（前年同四半期比0.2％減）となり、営
業利益は８億３千３百万円（前年同四半期比8.2％増）、経常利益は８億６千８百万円（前年同四半期比11.6％
増）、四半期純利益は賃貸不動産の売却に伴う固定資産売却益の計上等により５億８千万円（前年同四半期比
40.2％増）となった。

 
　　　　 セグメントの業績は次のとおりである。
　　　　 なお、第２四半期連結会計期間より、報告セグメントに記載していた「不動産賃貸事業」は、当該不動産を売

却したことにより量的な重要性が減少したため「その他」に含める方法に変更しており、以下の前年同四半期比
較については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較している。

　　　 ①貨物運送関連
　　　　 貨物運送関連については、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動による影響等で物量が伸び悩むなか、営業活

動の強化とともに適正運賃収受に取り組んだ結果、営業収益は289億４千３百万円（前年同四半期比0.7％増）と
なり、営業利益は７億２千９百万円（前年同四半期比28.1％増）となった。

　　　 ②石油製品販売
　　　　 石油製品販売については、燃料販売量の減少等により営業収益は12億５千万円（前年同四半期比5.4％減）とな

り、営業利益は価格競争の激化等により５百万円（前年同四半期比41.4％減）となった。
　　　 ③その他
　　    その他については、不動産賃貸、自動車用品販売、フォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでおり、

営業収益は３億３千８百万円（前年同四半期比36.0％減）となり、営業利益は６千９百万円（前年同四半期比
57.1％減）となった。

 
　　（2）財政状態の分析
　　　　　 当第３四半期連結会計期間末の総資産は416億７千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億８千７百万

円の増加となった。これは、現金及び預金の増加などにより流動資産が20億３千４百万円増加し、賃貸不動産
の売却などにより固定資産が10億４千７百万円減少したことによるものである。

　　　　　 負債については、305億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１千１百万円の増加となった。これは、未

払消費税等の増加などにより流動負債が９億８千２百万円増加し、長期借入金の減少などにより固定負債が９
億７千１百万円減少したことによるものである。

　　　　　 純資産については、111億６千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億７千６百万円の増加となった。

これは主に利益剰余金の増加によるものである。
 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題
　　　　　 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 
（4）研究開発活動
　　　 該当事項はない。

 
（5）主要な設備

　　　　　 当第３四半期連結累計期間において、新設、休止、大規模改修、除却、売却等により著しい変動があった設

備は、次のとおりである。
　 （売却）

　　　　　 不動産賃貸事業において、当社の不動産賃貸設備である「東陽町オカケンビル」を平成26年９月に売却して

いる。なお、売却した設備の帳簿価額は土地３千５百万円、建物11億４千２百万円である。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,000,000 22,000,000
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数1,000株

計 22,000,000 22,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はない。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はない。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～

　　平成26年12月31日
－ 22,000 － 2,420,600 － 1,761,954

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてい

る。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,345,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  20,463,000 20,463 －

単元未満株式 普通株式     192,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 22,000,000 － －

総株主の議決権 － 20,463 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が、１千株含まれている。また、

「議決権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれている。

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

岡山県貨物運送株

式会社

岡山市北区清心町

４番31号
1,345,000 － 1,345,000 6.11

計 － 1,345,000 － 1,345,000 6.11

　（注）当第３四半期会計期間末日現在における所有自己株式数は1,346,349株で、発行済株式総数に対する所有株式数

の割合は6.11％である。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりである。

　（1）新任役員

　　　 該当事項はない。

 

　（2）退任役員

　　　 該当事項はない。

 

　（3）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 － 取締役 福山主管支店長 山本　孝一 平成26年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,128,514 4,673,443

受取手形及び営業未収入金 6,590,794 ※ 7,149,138

有価証券 200,880 200,220

たな卸資産 165,335 165,489

その他 532,098 468,095

貸倒引当金 △32,060 △35,912

流動資産合計 10,585,562 12,620,474

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,962,340 7,510,245

車両運搬具（純額） 1,468,553 1,584,510

土地 15,740,391 15,705,543

その他（純額） 274,010 349,947

有形固定資産合計 26,445,295 25,150,246

無形固定資産 555,947 548,442

投資その他の資産   

投資有価証券 2,652,638 2,920,004

その他 540,589 528,003

貸倒引当金 △90,610 △90,607

投資その他の資産合計 3,102,618 3,357,400

固定資産合計 30,103,861 29,056,089

資産合計 40,689,424 41,676,564

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 3,043,206 3,058,423

短期借入金 8,154,907 8,462,618

未払法人税等 288,663 167,293

賞与引当金 218,985 3,600

その他 2,011,838 3,008,500

流動負債合計 13,717,601 14,700,435

固定負債   

長期借入金 12,293,121 11,473,626

役員退職慰労引当金 169,740 180,744

退職給付に係る負債 3,154,713 2,898,995

資産除去債務 95,217 96,834

その他 1,065,335 1,156,221

固定負債合計 16,778,128 15,806,422

負債合計 30,495,730 30,506,857
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,420,600 2,420,600

資本剰余金 1,761,954 1,761,954

利益剰余金 5,995,357 6,763,052

自己株式 △207,374 △207,687

株主資本合計 9,970,536 10,737,918

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 465,572 607,049

退職給付に係る調整累計額 △266,745 △200,691

その他の包括利益累計額合計 198,827 406,357

少数株主持分 24,329 25,430

純資産合計 10,193,693 11,169,706

負債純資産合計 40,689,424 41,676,564
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

営業収益 30,588,356 30,532,250

営業原価 28,724,497 28,659,524

営業総利益 1,863,858 1,872,726

販売費及び一般管理費 1,094,018 1,039,451

営業利益 769,840 833,274

営業外収益   

受取利息 266 715

受取配当金 25,841 28,887

受取賃貸料 142,119 135,008

持分法による投資利益 43,517 50,621

その他 70,394 54,664

営業外収益合計 282,139 269,897

営業外費用   

支払利息 246,016 231,641

その他 27,496 2,689

営業外費用合計 273,512 234,330

経常利益 778,466 868,841

特別利益   

固定資産売却益 40,700 205,686

特別利益合計 40,700 205,686

特別損失   

固定資産売却損 398 5,650

投資有価証券評価損 180 －

特別損失合計 578 5,650

税金等調整前四半期純利益 818,588 1,068,876

法人税、住民税及び事業税 282,497 384,273

法人税等調整額 120,230 101,980

法人税等合計 402,728 486,254

少数株主損益調整前四半期純利益 415,860 582,622

少数株主利益 2,168 2,600

四半期純利益 413,691 580,022
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 415,860 582,622

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 60,744 141,476

退職給付に係る調整額 － 66,053

その他の包括利益合計 60,744 207,530

四半期包括利益 476,605 790,153

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 474,436 787,552

少数株主に係る四半期包括利益 2,168 2,600
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定

の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付

の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更した。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減している。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が270,295千円減少し、利益剰余金が

270,295千円増加している。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響額は軽微である。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　※四半期連結会計期間末日満期手形

　　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。なお、当四半

期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期間

末日残高に含まれている。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形 －千円 117,786千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 1,157,194千円 1,147,642千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

    配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 103,293 5  平成25年３月31日  平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

    配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 82,622 4  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物運送
関連

石油製品
販売

計

営業収益        

外部顧客へ

の営業収益
28,737,837 1,322,076 30,059,913 528,442 30,588,356 － 30,588,356

セグメント
間の内部営
業収益又は
振替高

22,487 2,366,295 2,388,783 819,276 3,208,059 (3,208,059) －

計 28,760,324 3,688,371 32,448,696 1,347,719 33,796,415 (3,208,059) 30,588,356

セグメント利益 569,837 9,369 579,207 162,318 741,526 28,314 769,840

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸、自動車用品

販売、フォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでいる。

　　　２．セグメント利益の調整額28,314千円は、セグメント間取引消去である。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はない。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物運送
関連

石油製品
販売

計

営業収益        

外部顧客へ

の営業収益
28,943,989 1,250,185 30,194,175 338,074 30,532,250 － 30,532,250

セグメント
間の内部営
業収益又は
振替高

20,005 2,336,533 2,356,538 861,521 3,218,059 (3,218,059) －

計 28,963,994 3,586,719 32,550,714 1,199,595 33,750,310 (3,218,059) 30,532,250

セグメント利益 729,952 5,486 735,438 69,709 805,147 28,127 833,274

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸、自動車用品

販売、フォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでいる。

　　　２．セグメント利益の調整額28,127千円は、セグメント間取引消去である。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第２四半期連結会計期間から、報告セグメントに記載していた「不動産賃貸事業」は、当該不動産を売

却したことにより量的な重要性が減少したため「その他」に含める方法に変更している。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示している。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はない。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 20円2銭 28円8銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額　　　　　　　　　（千円） 413,691 580,022

普通株主に帰属しない金額　　　　　（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額　　（千円） 413,691 580,022

普通株式の期中平均株式数　　　　　（千株） 20,657 20,654

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

（重要な後発事象）

　     該当事項はない。

 

２【その他】

　該当事項はない。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成27年２月４日

岡山県貨物運送株式会社   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人 トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　　明　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　　昇　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡山県貨物運送

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日か

ら平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡山県貨物運送株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。

　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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